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会 員 数

一般会員 505名
協力会員 300名
合　　計 805名

（２０２２年5月３１日現在）

第
39
回
定
期
総
会
開
催

～
変
革
の
第
一
歩
ス
タ
ー
ト
～

「
誰
か
が
」か
ら「
み
ん
な
で
」へ

会長就任挨拶
改革実 践 のときで す

会長　石川　修

み
ん
な
の
手
で
創
ろ
う
！

（1）

原稿はkaihoubu@gmail.comでも受け付けています。

４
月
14
日（
木
）、
第
39
回
定
期

総
会
が
宮
本
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
解
除
後
初
の
開

催
で
、
松
戸
徹
市
長
は
じ
め
多
く

の
来
賓
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。冒

頭
、丸
笠
会
長
の
挨
拶
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
様
々

な
行
事
が
２
年
連
続
中
止
さ
れ
、

会
員
数
が
減
少
、
同
窓
会
に
と
っ

て
厳
し
い
時
代
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
の
中
で
２
０
２
２
年
対
策
委
員

会
で
話
し
合
っ
た
改
革
案
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
意
味
と
決
意
を
語

る
と
共
に
、「
誰
か
が
」
や
っ
て

く
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く

「
み
ん
な
で
」
始
め
る
こ
と
の
大

切
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

市
長
は
祝
辞
の
中
で
、
今
の
日

本
を
築
い
て
き
た
人
た
ち
が
い
き

い
き
と
過
ご
す
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
挨
拶
。
作
品
展
の
会
場

で
直
接
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
様

子
を
見
て
そ
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
人
口
が

増
え
て
い
る
船
橋
で
は
ま
す
ま
す

市
民
同
士
の
結
び
つ
き
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
、
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
中
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
期

待
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
総
会
の
主
な
議
案
は
次
の
通
り

で
す
。

・
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

・�

２
０
２
１
年
度
決
算
報
告
及
び

会
計
監
査
報
告

・�

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て

・�

２
０
２
２
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

・
会
則
の
変
更
に
つ
い
て

・�

会
長
・
副
会
長
・
監
事
の
選
任

報
告
と
承
認

と
と
も
に
改
革
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
１
年
半
に
渡
り
議
論
・

検
討
を
重
ね
て
き
た
「
２
０
２
２

対
策
会
議
」
に
て
立
案
、
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
６
つ
の
具
体
的
施

策
を
実
行
す
る
初
年
度
に
当
た
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
魅
力
あ

る
同
好
会
の
新
設
に
つ
き
ま
し
て

は
既
に
４
月
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ

ホ
研
究
会
」
を
立
上
げ
、
勉
強
会

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
一
環
と
し

て
６
月
を
メ
ド
に
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
立
上
げ
」
も
視
野
に
入
っ
て
お

り
、一
歩
ず
つ
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
来
年
４
月
よ
り
実
施
と
な

る
「
部
の
再
編
」、「
会
員
の
一
本

化
」、「
会
費
の
改
定
」
な
ど
の
改

こ
の
度
、
４

月
開
催
の
第
39�

回
定
期
総
会
に

て
承
認
い
た
だ

き
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
行
事

の
中
止
、
及
び

会
員
減
少
が
続

く
な
ど
大
き
な

課
題
山
積
の

中
、
会
員
皆
様

革
策
を
着
実
に
実
行
す
る
事
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
き

い
き
同
窓
会
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
地
域
の
仲
間
作
り
と
会
員
皆
様

が
健
康
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
く

た
め
に
是
非
、
皆
様
の
積
極
的
な

ご
参
画
と
と
も
に
改
革
の
実
現
を

め
ざ
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、日
頃
よ
り
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
市
関
係
者
の
皆

様
、市
民
大
学
校
及
び
関
係
諸
団
体

の
皆
様
方
、
同
窓
会
会
員
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
か
ら
来
年
へ

同
窓
会
は
こ
う
変
わ
る

「
２
０
２
２
対
策
会
議
」
の
提

言
を
受
け
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

同
窓
会
の
組
織
が
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
移
行

期
間
と
し
て
そ
の
一
部
が
ス
タ
ー

・�

新
相
談
役
・
新
顧
問
及
び
新
理

事
の
報
告

・�

そ
の
他　

前
会
長
退
任
挨
拶
・

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

（
各
議
案
に
つ
い
て
の
詳
細
は

２
面
・
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

以
上
総
会
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
新
体
制
が
整
い

ま
し
た
。

会　

長
石
川�

修�

　
（
市
12
期
教
２
）

副
会
長

井
上�

克
己�　
（
市
10
期
健
１
）

長
澤�

純
子�

（
市
13
期
陶
１
）

監　

事
小
林�

芳
友�

（
市
10
Ｐ
Ｃ
３
）

計
良�

洋
平�

（
市
11
Ｐ
Ｃ
２
）

山
田�

彰�

　
（
市
16
教
２
）

相
談
役

丸
笠�

三
千
男�

（
市
11
健
１
）

ト
す
る
ほ
か
新
し
い
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

◎
会
員
種
別
廃
止

こ
れ
ま
で
の
協
力
会
員
と
一
般

会
員
の
区
別
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
２
０
２
３
年
か
ら
会

費
は
一
律
年
間
１
，２
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

◎
組
織
の
統
合
と
新
設

23
年
度
か
ら
会
計
部
・
総
務
部
・

会
報
部
を
総
務
部
と
し
て
一
元
化

し
ま
す
。
ま
た
文
化
教
養
部
と
福

祉
厚
生
部
を
合
併
し
文
化
部
と
し

ま
す
。

今
年
度
か
ら
同
好
会
推
進
部
を

設
立
し
、
既
存
の
同
好
会
の
活
動

推
進
と
新
た
な
同
好
会
の
設
立
を

手
助
け
し
ま
す
。
今
年
度
す
で
に

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
研
究
会
が
設

立
さ
れ
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
川
柳
同
好
会
が
設
立
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
同
好
会
を

作
っ
て
新
た
な
楽
し
み
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
は
今
年
度
か

ら
体
育
祭
の
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
４
部
体
制
で
さ
ら
な

る
魅
力
あ
る
同
窓
会
を
目
指
し
ま

す
。

◎
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
へ
の
取
り
組
み

ス
マ
ホ
教
室
開
催

要
望
の
多
か
っ
た
ス
マ
ホ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
初
め
は
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に

呼
び
か
け
て
開
催
し
ま
す
が
、
順

次
対
象
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

こ
れ
も
要
望
の
多
か
っ
た
課
題

で
し
た
が
、
６
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

未
経
験
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン

バ
ー
が
、
一
か
ら
手
作
り
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
手

直
し
を
し
な
が
ら
の
運
用
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

日
々
の
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
メ
ン

バ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 力作が一堂にそろっている様子は圧巻です。

見応えたっぷりの芸術作品に触れてください。

第33回
作品展の
ご案内

2023年
3/8水～ 12日
船橋市民
　ギャラリー

日時日時

会場会場

　　　　　　　 日　　時　　　　　　　 

2022年10月12日（水）
（雨天の場合は中止）

　　　　　　　 会　　場　　　　　　　 

船橋市運動公園陸上競技場
※内容を大幅にリニューアルして

実施します。お楽しみに！

第３４回

体育祭のご案内
第32回
芸能大会のご案内と
参加者募集！

出場希望の方は７月30日（土）
までにお知らせください。
多数のご参加をお待ちして
います。

開催責任者　武藤 健一
047-407-2345
080-5694-6158

2022年11月16日（水）
船橋市勤労市民センター
大ホール

2022年度の同窓会会費納入を
お願いいたします。

一 般 会 員1,000円
協 力 会 員　500円

個人会員の方は郵便局の定額小為替で
以下の会計部長までお願いいたします。
〒274-0822
船橋市飯山満町3-1761-172　髙橋 邦夫

会 費 納 入 の お 願 い

「川柳」を楽しんでみませんか？
興味のある方、どうぞ気軽に
ご参加ください。
　申し込み・連絡先　
三代川 千恵子　☎476-5055
chie-miyo@jcom.zaq.ne.jp

川柳同好会発足
指導 上鈴木 春枝 先生

メン
バー募集メン
バー募集
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　2021年（令和3年）度決算報告　
�2021年4月1日～ 2022年3月31日まで

Ⅰ�収入の部� （単位：円）

科 　 　 目 2021年度
予 算 額

2021年度
決 算 額

予算額比
差 額

前期繰越金 1,309,305 1,309,305 0
1．会　　　費 620,000 643,000 23,000
2．協 力 会 費 165,000 171,500 6,500
3．補　助　金 900,000 900,000 0

4．寄　付　金 20,000 2,500 ▲　　　　　
17,500

5．雑　収　入 0 28 28
当期収入（1 ～ 5）合計 1,705,000 1,717,028 12,028
収 入 合 計 3,014,305 3,026,333 12,028

▲印⇒2021年度予算に対して決算額が未達の場合
※ご参考　周年事業積立金　残高¥820,000（2022年3月31日現在）

Ⅱ�支出の部� （単位：円）

科 　 　 目 2021年度
予 算 額

2021年度
決 算 額

予算額比
差 額

1．会　議　費 140,000 45,167 　　　▲94,833
総　会　費 30,000 12,574 　　　▲17,426
会　議　費 110,000 32,593 　　　▲77,407

2．旅費交通費 100,000 66,300 　　　▲33,700
3．事業活動費 1,940,000 1,186,280 　　　▲753,720

体　育　祭 300,000 17,397 　　　▲282,603
芸 能 大 会 110,000 9,519 　　　▲100,481
作　品　展 240,000 285,758 45,758
文化教養部 260,000 272,674 12,674
福祉厚生部 90,000 13,375 　　　▲76,625
会　報　部 430,000 367,718 　　　▲62,282

健康スポーツ部 440,000 205,000 　　　▲235,000
2022年度対策 70,000 14,839 　　　▲55,161

4．事務通信費 120,000 83,510 　　　▲36,490
5．負　担　金 25,000 25,000 0

社会福祉協議会 10,000 10,000 0
小さな親切運動 10,000 10,000 0
健やかプラン21 5,000 5,000 0

6．慶　弔　費 50,000 50,016 16
7．補助金返納金 523,000 522,300 　　　▲700
8．予　備　費 116,305 0 　　　▲116,305
当期支出（1 ～ 8）合計 3,014,305 1,978,573 　　　▲�1,035,732
9．周年記念事業積立金 0 0 0
次 期 繰 越 金 0 1,047,760 1,047,760
支　 出　 合　 計 3,014,305 3,026,333 12,028

▲印⇒2021年度予算に対して決算額が未達の場合

学期 学科 氏　　名 担　　当
【会長】1名

市大12教2 石川　　修 会　長

【副会長】2名
市大10健1 井上　克己 総務部長兼務
市大13陶1 長澤　純子 会報部長兼務

【相談役】1名
市大11健1 丸笠三千男 部　長���

【総務部】11名
市大10健1 井上　克己 部　長
市大13陶2 森　　榮康 副部長
市大13教2 伊藤　民夫 副部長
市大14教1 小林　貞子 副部長
市大16陶1 斎藤　正和 副部長
市大9PC1 松村　　守
市大10教1 山下　良久
市大11園1 菊田　　栄
市大15陶2 大坪　裕子
市大15園2 水野己喜子
市大18園Ⅱ 村谷　憲一

【会計部】6名
市大11PC2 髙橋　邦夫 部　長
市大16教2 佐藤　健志 副部長
市大16PC1 高橋　幸一 副部長
市大13PC3 村尾　節生
市大10PC3 滝沢　太一
市大18PC1 加藤　恭行

【会報部】5名
市大13陶1 長澤　純子 部　長
市大12健1 藤原　秀一 副部長
市大15PC2 矢島　捷幸 副部長
市大14陶Ⅱ 水井紀代子
市大18PC1 山火　晴子

総
会
議
決
内
容

総
会
議
決
内
容

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
総
括

４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

小
康
状
態
に
な
っ
た
た
め
２
年
ぶ

り
に
総
会
を
開
催
し
た
も
の
の
、

８
月
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、

様
々
な
行
事
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
20
年
度
市
民
大
学
が
休
校

し
た
た
め
４
月
の
新
規
入
会
者
が

０
と
な
り
会
員
数
激
減
の
要
因
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
19
年
10

月
に
発
足
し
た
２
０
２
２
対
策
本

部
が
「
同
窓
会
の
あ
る
べ
き
姿
」

の
構
築
を
目
指
し
た
６
項
目
に
わ

た
る
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

各
部
の
事
業
報
告

総
務
部

４
／
15
第
38
回
定
期
総
会
開
催
、

定
例
会
議
の
開
催
、「
船
橋
を
き
れ

い
に
す
る
日
」
に
参
加

会
報
部

会
報
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
変
更
、

文
字
も
大
き
く
し
て
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

６
月
１
０
１
号
、
２
月
１
０
２
号

を
発
行
。
10
月
号
は
休
刊
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
・
会
員
名
簿
作
成

文
化
教
養
部

３
／
８
～
13
作
品
展
開
催
、�

３
／
８
文
化
講
演
会
、
１
／
12
市

民
大
学
在
学
生
に
説
明
会
実
施

福
祉
厚
生
部

２
／
25
健
康
管
理
勉
強
会
、�

３
／
31
健
や
か
活
動
講
演
会
実
施

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部

春
の
競
技
大
会
開
催
、
秋
の
競

技
大
会
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
以

外
中
止
。
体
育
祭
中
止
、「
歩
こ
う
」

会
も
す
べ
て
中
止

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画

「
２
０
２
２
対
策
本
部
」
の
提
言

に
沿
っ
て
改
革
初
年
度
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
。

総
務
部

４
／
14
第
39
回
定
期
総
会
開
催
、

８
月
に
市
の
関
連
部
署
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
、「
船
橋
を
き
れ
い

に
す
る
日
」
に
参
加

会
報
部

会
報
発
行
（
６
・
10
・
２
月
）

同
窓
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

文
化
教
養
部

３
／
８
～
12
作
品
展
開
催
、
23

年
３
月
文
化
講
演
会
、
市
民
大
学

在
校
生
へ
の
説
明
会
実
施
、
親
善

囲
碁
大
会
を
年
２
回
開
催

福
祉
厚
生
部

11
／
６
第
32
回
芸
能
大
会
開
催
、

年
３
回
健
や
か
活
動
講
演
会
開
催
、

年
２
回
健
康
管
理
勉
強
会
開
催

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部

10
／
12
第
34
回
体
育
祭
の
内
容

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
実
施
、
春
と

秋
の
競
技
大
会
を
開
催
、「
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
」
に
協
力
参
加

同
好
会
推
進
部

既
存
の
13
の
同
好
会
の
活
性
化

を
図
る
。
新
規
同
好
会
設
立
を
指

導
・
支
援
す
る

学期 学科 氏　　名 担　　当
【文化教養部】6名

市大15PC3 山内　孝良 副部長
市大9教1� 新倉由利恵 副部長
市大16健1 大坪　貞雄 副部長
市大12健1 金山　文子
市大13教1 倉知　恒雄
市大18教2 西村　政彦

【福祉厚生部】4名
市大13PC1 武藤　健一 部　長
市大8園1 大橋千代子 （評議員）
市大10健2 井上　克子
市大18PC3 丹野　政則

【健康スポーツ部】13名
市大13健1 別府　義博 部　　長
市大9健2 松本　　裕 副部長（体育祭）�
市大11健2 鎌田　哲夫 副部長（ディスクＧ）
市大12健2 安田　正美 副部長（ディスクＧ）
市大12健2 齋藤　孝雄 副部長（グランドG）�
市大9健1 芳賀寿美代 副部長（ペタンク）
市大13健1 中島　敏子 副部長（ペタンク）
市大10健2 穂苅　俊治
市大14健1 保崎　雄二
市大16健2 廣瀬　正男
市大16PC1 石原　早雄
市大16PC3 田中　礼子
市大18PC4 前田　澄子

【同好会推進部】7名
市大16健1 片岡　昭 部　長
市大9PC3 松原　至孝 副部長
市大11健2 後藤　守孝 副部長（歩こう会）
市大11健1 川島　孝夫
市大12教2 井上　　忠
市大13園2 鈴木由美子
市大18PC4 後岡　健治

２
０
２
２
年
度
第
１
回（
５
／
７
）

・
今
年
度
主
要
活
動
計
画

・�

年
会
費
納
入
状
況
と
会
員
数
推
移

・�

所
属
部
ご
と
の
話
し
合
い
と
各

部
部
長
・
副
部
長
選
出

各
部
の
部
長　

総
務
部
長

井
上�

克
己
（
副
会
長
兼
任
）

（
市
10
健
１
）

会
報
部
長　

長
澤�

純
子
（
副
会
長
兼
任
）　

（
市
13
陶
１
）

会
計
部
長

髙
橋�

邦
夫�

（
市
11�

P�

C
２
）

文
化
教
養
部
長
（
※
副
部
長
）　

山
内�

孝
良�

（
市
15�

P�

C
３
）

福
祉
厚
生
部
長　

武
藤�

健
一�

（
市
13�

P�

C
１
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長

別
府
義
博�

（
市
13
健
１
）

同
好
会
推
進
部

片
岡　

昭�

（
市
16
健
１
）

☆
同
窓
会
全
体
行
事

１
．
同
窓
会
行
事

①
第
34
回
体
育
祭　

10
月
12
日

（
水
）
船
橋
市
運
動
公

園
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
実
施

②
第
33
回
作
品
展

２
０
２
３
年
３
月
8
日

（
水
）～
12（
日
）船
橋
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

③
第
32
回
芸
能
大
会　

11
月
16
日
（
水
）

④
市
民
大
学
校
在
校
生

説
明
会　

２
０
２
３
年

１
月
11
日
（
水
）
船
橋

市
民
文
化
ホ
ー
ル

⑤
い
き
い
き
同
窓
会
第

40
回
定
期
総
会

�

２
０
２
３
年
４
月
13
日
（
木
）
宮

本
公
民
館
講
堂

２
．
関
係
団
体
と
の
協
力
活
動

①
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
に
協
力

10
月
２
日
（
日
）
船
橋
市
運
動
公

園
等

②
「
船
橋
を
き
れ
い
に
す
る
日
」

に
参
画　

11
月
20
日　

天
沼
弁
天

池
公
園
集
合

☆
市
役
所
関
係
部
門
と
の
連
携

強
化１．

高
齢
化
福
祉
課
と
の
情
報

等
交
換

２
．
社
会
教
育
課
と
同
窓
会
活
動

に
関
す
る
話
し
合
い
と
情
報
交
換

３
．
市
役
所
関
係
部
門
と
同
窓

会
の
意
見
交
換
会
開
催　

８
月
17

日
（
水
）
市
民
大
学
校
校
舎

☆
同
窓
会
と
し
て
の
主
要
対
処

事
項①評

議
員
連
絡
会
議　

９
月
13

日②
同
窓
会
員
の
実
態
把
握

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

④
同
好
会
推
進
部
を
立
ち
上
げ
、

同
好
会
の
活
性
化
推
進

第
39
回
総
会
（
４
月
18
日
）
と

「
歩
こ
う
会
」
総
会
（
４
月
８
日
）

で
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
募

金
へ
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
連
日
の
報
道
な
ど
の
様
子
か

ら
会
員
の
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う

で
す
。集
ま
っ
た
募
金
２
５
，２
９�

６
円
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
募
金

（2）

会報104号の原稿は2022年8月30日までにお願いします。

2022年度船橋市いきいき同窓会理事 所属部一覧

理
事
会
だ
よ
り

総会での募金活動

2022年度 主要活動計画
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　2022年度収支予算　
2022年４月１日～ 2023年３月31日まで

Ⅰ�収入の部� （単位：円）

科 　 　 目 2022年度
予 算 額

2021年度
決 算 額

予算額比
差 額

前期繰越金 1,047,760 1,309,305 ▲261,545
1．会　　　費 610,000 643,000 ▲33,000
2．協 力 会 費 160,000 171,500 ▲11,500
3．補　助　金 900,000 900,000 0
4．寄　付　金 20,000 2,500 17,500
5．雑　収　入 0 28 ▲28
当期収入（1 ～ 5）合計 1,690,000 1,717,028 ▲27,028
収　 入　 合　 計 2,737,760 3,026,333 ▲288,573

 ▲印は2021年度決算額に対し2022年度予算が減少の場合

Ⅱ�支出の部� （単位：円）

科 　 　 目 2022年度
予 算 額

2021年度
決 算 額

予算額比
差 額

1．会　議　費 100,000 45,167 54,833
総　会　費 25,000 12,574 12,426
会　議　費 75,000 32,593 42,407

2．旅費交通費 80,000 66,300 13,700
3．事業活動費 1,880,000 1,186,280 693,720

体　育　祭 200,000 17,397 182,603
芸 能 大 会 140,000 9,519 130,481
作　品　展 240,000 285,758 ▲45,758
文化教養部 150,000 272,674 ▲122,674
福祉厚生部 70,000 13,375 56,625
会　報　部 450,000 367,718 82,282

健康スポーツ部 280,000 205,000 75,000
同好会推進部 350,000 14,839 335,161

4．事務通信費 100,000 83,510 16,490
5．負　担　金 25,000 25,000 0

社会福祉協議会 10,000 10,000 0
小さな親切運動 10,000 10,000 0
健やかプラン21 5,000 5,000 0

6．慶　弔　費 50,000 50,016 ▲16
7．補助金返納金 310,000 522,300 ▲212,300
8．予　備　費 192,760 0 192,760
当期支出（1 ～ 8）合計 2,737,760 1,978,573 759,187
9．周年記念事業積立金 0 0 0
次 期 繰 越 金 0 1,047,760 ▲1,047,760
支　 出　 合　 計 2,737,760 3,026,333 ▲288,573

▲印は2021年度決算額に対し2022年度予算が減少の場合

競技種目 開催日 予備日 開催場所 実行委員長

ディスクゴルフ  10月6 日
（木）

10月11日
（火） 船橋市運動公園 鎌田哲夫　副部長

448-5119

グラウンドゴルフ 11月9 日
（水）

11月10日
（木） 法典公園グラスポ 斉藤孝雄

090-6007-0039

パークゴルフ 10月20日
（木）

10月21日
（金）

オスカーパークG
船橋コース

安田正美
090-2622-3199

ペタンク 10月22日
（土）

10月29日
（土）

夏見台まちかど
スポーツ広場

芳賀寿美代
449-3396
中島敏子

090-6163-9109

体育祭 10月12日
（水） 雨天中止 運動公園

陸上競技場

松本裕
490-4311

林清志
447-2885

２
０
１
９
年
８
月
藤
井
元
会
長
の

病
気
退
任
に
よ
り
ま
し
て
、
急
遽
会

長
代
行
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
か
ら

２
年
８
カ
月
。
こ
の
間
の
大
部
分
が

コ
ロ
ナ
対
策
ば
か
り
で
、
コ
ロ
ナ
に
振

り
回
さ
れ
た
在
任
期
間
で
あ
り
ま
し

た.

。
会
員
数
、
理
事
の
減
少
対
策
な

ど
、
少
し
心
残
り
な
面
は
あ
り
ま
す

が
、
体
調
の
問
題
も
あ
り
ま
し
て
こ

の
度
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
会
員
の
皆
様
に
は
多

大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
４
月
の
総
会
に
お
い
て
石
川
新

会
長
を
中
心
に
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、　

総
会
で
ご
承
認
頂
い

た
改
革
案
を
実
現
し
て
い
く
事
は
容

易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か

会
員
の
皆
様
に
は
新
し
い
執
行
部
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い き い き 文 芸
安
達
太
良
の
山
の
裾
ま
で
青
田
か
な

小
山　

宏
治

里
山
の
夕
日
に
映
え
る
竹
の
秋

月
岡　

千
秋

過
疎
の
村
日
暮
は
早
し
吊
し
柿

荻
上
芙
美
子

雲
間
よ
り
天
使
の
梯
子
梅
雨
明
け
る

猪
瀬　

達
朗

父
よ
り
も
少
し
長
生
き
目
刺
し
焼
く

橋
本　

一
郎

白
靴
に
塩
ひ
と
つ
ま
み
履
き
始
め

森
田　

義
一

三
陸
の
あ
の
海
か
ら
の
若
布
来
る

安
井　

和
恵

寝
た
き
り
を
避
け
て
老
い
た
し
星
祭

新
井　

鐵
治

親
父
投
げ
子
が
打
つ
広
場
草
青
む

山
田　

勘
一

ド
ロ
ー
ン
追
ふ
子
ら
の
歓
声
冬
田
道

横
田　

建
彦

み
ち
の
く
の
古
り
し
温
ゆ
泉
宿
の
月
更
く
る

池
谷　

克
己

若
駒
の
戯
れ
合
ふ
牧
や
犬
ふ
ぐ
り

森
下　
　

忠

蠟
梅
の
香
の
た
だ
中
に
佇
め
り

清
水
あ
や
子

晩
学
の
辞
書
ず
つ
し
り
と
夏
さ
か
ん

高
橋
ア
ヤ
子

汗
し
と
ど
影
に
齢
の
く
つ
き
り
と

竹
縄　

征
子

蛇
の
衣
紋
様
残
る
草
の
上

滝
沢
ナ
ミ
エ

翡
翠
や
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
に
首
飾
り

西
野　

静
子

も
し
か
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
春
の
風

沼
倉　

文
恵

嬬
恋
の
余
花
の
盛
り
や
葛
折
り

奥
野　

清
子

伽
羅
蕗
や
代
々
続
く
鉄
の
鍋

本
間　

節
子

継
ぎ
合
す
縄
文
の
壺
緑
さ
す

千
葉　

紘
男

フ
ル
ー
ト
の
調
べ
拙
し
若
葉
風

馬
場　

牧
子

影
の
無
き
空
さ
え
ざ
え
と
冬
の
月

辰
馬　

克
己

磯
の
香
の
風
に
乗
り
来
る
初
夏
の
窓

橋
本　

鐵
哉

水
仙
の
香
り
ふ
く
ら
む
茶
堂
か
な

三
浦
と
も
子

路
地
裏
に
夕
餉
の
煙
目
刺
焼
く

藤
原　

治
子

春
浅
し
狭
庭
に
数
多
土
竜
塚

斎
藤　

光
男

藁
解
か
れ
ゆ
る
り
と
転
ぶ
目
刺
か
な

今
井　

和
美

デ
イ
の
庭
花
壇
満
開
風
光
る

小
菅　
　

旭

雨
粒
に
光
り
通
し
て
虹
の
橋

竹
田
由
美
子

鬱
憤
も
ほ
っ
と
洗
わ
る
梅
雨
の
月

酒
井　

孝
夫

茄
子
の
花
現
世
生
き
る
丁
寧
に

由
良　

則
子

漣
に
行
き
場
を
探
す
鴨
一
羽

斎
木　

成
治

筵
這
ふ
白
き
蚕
掴
む
肌
ざ
わ
り

香
田　

敬
代

駅
裏
に
焼
き
鳥
匂
ふ
夕
薄
暑

多
々
良
修
市

忽
然
と
友
の
逝
き
た
る
鳥
雲
に

渡
邉　

一
枝

河
豚
鍋
や
勝
鬨
橋
を
渡
る
風

中
田　

正
廣

葉
裏
よ
り
宇
宙
交
信
か
た
つ
む
り

本
間　

清
子

新
酒
酌
む
ほ
ろ
酔
い
夫
の
お
け
さ
節

鈴
木　

京
子

黒
潮
の
寄
せ
る
断
崖
野
水
仙

田
村　

照
男

実施日 コース・経由地 集合地（最寄駅） 距離

7/8（金） 藤原・丸山コース
馬込沢公園⇒藤原市民の森⇒丸山の森緑地⇒駒形神社⇒馬込沢駅

東武野田線
馬込沢駅 ５K

８月 例会なし〔夏休み〕

9/9（金） 谷津干潟を歩こう
船橋大神宮⇒若松公園⇒谷津干潟⇒谷津駅

京成本線
大神宮駅 ６K

10/14（金） 利根運河ウオーク運河水辺公園⇒理窓会記念自然公園⇒東深井古墳の森⇒運河散策
東武野田線
運河駅 ８K

11/11（金） 流山周辺の旧跡めぐり市立博物館⇒近藤勇陣屋跡⇒江戸川土手⇒一茶双樹記念館⇒平和台駅
流山鉄道
流山駅 ６K

12/9（金） 宗吾霊堂から成田山新勝寺まで
公津の杜公園前⇒中台運動公園⇒成田山新勝寺⇒京成成田駅

京成本線
宗吾参道駅 ８K

2023年
1/13（金）

習志野七福神めぐり
中央公園⇒薬師寺⇒慈眼寺⇒～～～⇒西光寺⇒京成津田沼駅

京成本線
大久保駅 ６K

2/10（金） 臼井史跡めぐり
光勝寺⇒八幡社⇒太田図書の墓⇒増尾城址公園⇒広瀬八幡社

京成本線
臼井駅 ６K

3/10（金） 文人に愛された手賀沼周辺を歩く
武者小路実篤邸跡⇒手賀沼親水公園⇒志賀直哉邸跡⇒JR我孫子駅

JR常磐線
北柏駅 ７K

歩こう会（2022年度例会予定）

福
祉
バ
ス

半
額
援
助
制
度
に

こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
バ
ス

制
度
は
新
た
に
「
地
域
福
祉
バ

ス
借
上
料
補
助
事
業
」
と
い
う

制
度
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
団
体
が
直
接
民
間
の
バ
ス

会
社
等
に
手
配
を
依
頼
す
る
と
、

貸
し
切
り
バ
ス
の
借
上
料
の
２

分
の
１
を
市
が
補
助
と
す
る
と

い
う
制
度
で
す
。（
た
だ
し
上
限

４
万
円
）。

い
き
い
き
同
窓
会
の
参
加
団

体
は
15
人
以
上
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
船
橋
市

の
地
域
福
祉
課
（
０
４
７
－
４�

３
６
－
２
３
１
３
）
へ
。

退 任 ご あ い さ つ 前会長
丸笠　三千男

クラス会報は発行の都度、会報部へお送り下さい。

（3）

2022年度　秋季競技大会日程

俳
　
　
句 

―
―
―
― 

俳
句
同
好
会

連絡先
後藤守孝  ４６４－５９１８
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新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
解
除
さ
れ
、少
し
ず
つ
で

す
が
日
常
が
戻
り
そ
う
な
気
配
が

し
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会
も
講
演

会
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
始

め
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
開
始
し
た
取
り

組
み
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
年
ぶ
り
の

文
化
講
演
会
を
終
え
て

３
月
８
日
、
宮
本
公
民
館
で
明

石
現
先
生
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
演
奏
会
「
名
曲
を
聴
き
な
が

ら
そ
の
背
景
を
語
る
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
で
２
年
間

中
止
に
な
っ
て
い
た
演
奏
会
で
し

た
が
、
明
石
先
生
の
す
ば
ら
し
い

演
奏
に
参
加
者
は
酔
い
し
れ
ま
し

た
。
演
奏
曲
は
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の

思
い
出
」「
黒
い
オ
ル
フ
ェ
の
主
題

歌
・
カ
ー
ニ
バ
ル
の
朝
」
な
ど
ア
ン

コ
ー
ル
を
含
め
13
曲
。

当
初
予
定
し
て
い
た
会
場
が
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と
な
り
、

急
遽
宮
本
公
民
館
に
変
更
と
な
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
当
日
、
朝
か
ら

雨
模
様
で
寒
く
、
事
前
の
会
員
及

び
市
民
の
方
々
か
ら
の
反
応
に
反

し
参
加
者
が
少
な
く
、
主
催
者
と

し
て
は
残
念
で
し
た
。

そ
れ
で
も
参
加
者
の
方
々
か
ら

は
「
素
晴
ら
し
い
、の
一
言
だ
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
先
生
か

ら
も
「
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
演

奏
会
を
開
い
て
も
ら
い
、
感
謝
し

ま
す
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

恐
縮
し
た
次
第
で
す
。
来
期
も
今

期
以
上
の
文
化
講
演
会
を
計
画

し
ま
す
で
、
是
非
来
場
の
上
、
有

意
義
で
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。�

（
文
化
教
養
部
長
）

「
ひ
ざ
・
関
節
痛
の
改
善
」

講
演
会

３
月
31
日（
木
）中
央
公
民
館
で

健
や
か
活
動
講
演
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
整

形
外
科
玉
川
省
吾
先
生
を
講
師
に
、

高
齢
者
に
多
い
ひ
ざ
の
痛
み
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

加
齢
に
よ
る
ひ
ざ
の
痛
み
は
変

形
性
関
節
症
に
よ
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
関
節
内
の
軟
骨
が
摩
耗

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
そ
う

で
す
。
変
形
が
あ
っ
て
も
必
ず
し

も
痛
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
痛

み
を
避
け
る
よ
う
な
筋
肉
の
使
い

方
な
ど
に
よ
っ
て
痛
み
を
避
け
る

こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
。

ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
力
の
訓

練
、
水
中
運

動
な
ど
が
効

果
的
だ
そ
う

で
す
。

治
療
に
は

薬
や
、
装
具
、
運
動
な
ど
で
痛
み

を
緩
和
さ
せ
る
保
存
治
療
と
、
手

術
に
よ
る
治
療
が
あ
り
ま
す
。
膝

が
痛
く
な
っ
た
ら
早
め
に
整
形
外

科
を
受
診
し
て
、
症
状
に
あ
っ
た

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
だ
そ

う
で
す
。

　

福
祉
厚
生
部　

武
藤 

健
一
（
市
13
Ｐ
Ｃ
１
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

健
康
な
食
生
活

２
月
25
日
、中
央
公
民
館
で
「
生

活
サ
ポ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
船
橋
市
食
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

議
会
の
髙
橋
眞
知
子
さ
ん
。

低
栄
養
、
ロ
コ
モ
、
認
知
症
を

予
防
す
る
た
め
に
は
食
事
・
運
動
・

社
会
参
加
を
柱
に
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
が
肝
心
。
そ
れ
に
は
①

タ
ン
パ
ク
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ

ミ
ン
を
補
給
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
で
低
栄

養
を
防
ぐ
こ
と
。
②
運
動
機
能
の

衰
え
を
防
ぐ
た
め
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
と
共
に
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
合
わ
せ
て
と
っ
て
ロ
コ
モ
を

予
防
す
る
こ
と
。
③
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
た
め
塩
分
の
と
り
す

ぎ
を
防
ぎ
、
青
魚
や
果
物
、
緑
茶
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含
む
食

物
を
と
る
こ
と
で
認
知
症
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
、
な
ど
日
々
の

生
活
の
中
で
取
り
組
め
る
対
策
と
、

具
体
的
な
料
理
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
普
段
よ
り
10
分
多
く
体

を
動
か
す
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
も

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
33
回
春
季
ゴ
ル
フ
大
会 

４
月
12
日（
火
）、
総
武
カ
ン
ト

リ
ー
印
旛
コ
ー
ス
で
第
33
回
い
き

い
き
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
秋
の
第
32
回

Ｆ
Ｎ
Ｂ
48
は
不
滅
で
す
。 

我
々
、
市
大
12
期
教
養
２
は
、

卒
業
時
の
会
員
数
48
名
の
縁
故
を

何
時
ま
で
も
大
事
に
し
よ
う
と
名

付
け
た
ク
ラ
ス
会
名
で
す
。

多
士
済
々
の
顔
ぶ
れ
に
て
活
動

は
活
発
で
、身
体
を
動
か
す
ス
ポ
ー

ツ
系
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
そ
し
て
歴
史
を
た

ど
る
江
戸
歩
き
が
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
自
粛
が
続
き
ま
し

た
が
、
４
月
９
日
に
は
２
年
振
り

と
な
る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
満
開
の
桜

の
下
の
源
氏
山
公
園
に
行
き
ま
し

た
。文

科
系
も
趣
味
豊
か
な
メ
ン

バ
ー
に
て
作
品
展
に
は
俳
句
、
絵

画
、
園
芸
、
陶
芸
の
作
品
を
出
展

し
て
い
ま
す
。
ま
た
ボ
ケ
防
止
に

と
口
減
ら
ず
仲
間
は
健
康
麻
雀
に

い
そ
し
み
、
自
然
環
境
保
持
と
地

元
愛
か
ら
三
番
瀬
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
に
継
続
的
に
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
な
ど
、
徐
々
に
復
活
そ
し
て

活
動
再
開
の
準
備
に
入
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
15
名
に
よ
る
ラ
イ
ン
グ
ル
ー

プ
で
頻
繫
な
近
況
報
告
、
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
が
仲
間
意
識
の
継

続
要
員
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
役
員
、
各
行
事
担
当

の
お
世
話
役
の
皆
さ
ん
な
ど
の
活

躍
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
末
永
く

お
付
き
合
い
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

Ｆ
Ｎ
Ｂ
48
は
不
滅
で
す
か
ら
。

石
川 

修
（
市
12
教
２
）

大
会
が
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な

リ
、
１
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
も
ま
だ
収
ま
り
き

ら
な
い
中
で
の
開
催
で
参
加
者
数

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
39
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
中
で
も
今
春
市
民

大
学
を
終
了
さ
れ
た
18
期
生
が
９

名
参
加
さ
れ
た
こ
と
、
90
歳
の
最

長
老
者
、
５
名
の
女
性
会
員
や�

い

つ
も
の
常
連
メ
ン
バ
ー
が
多
く
参

加
さ
れ
た
こ
と
で
立
派
な
大
会
と

な
っ
た
こ
と
を
、
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

た
だ
感
染
対
策
で
開
会
式
、
終

了
後
の
表
彰
式
、
懇
親
会
が
中
止

に
な
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
、
18
Ｈ
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
結
果
、
新
ペ
リ
ア
に

よ
る
ハ
ン
デ
戦
で
順
位
を
決
定
、

以
下
の
方
が
上
位
入
賞
し
ま
し
た
。�

優
勝　

溝
口�

義
秋
さ
ん

（
市
11
期
健
康
Ⅰ
）

準
優
勝　

富
田�
忠
昭
さ
ん

（
市
18
健
康
Ⅰ
）�

３
位　

杉
山�

敞
さ
ん（市

９
教
養
Ⅰ
）�

４
位　

工
藤�

達
司
さ
ん

（
市
14
期
教
Ⅰ
）

5
位　

佐
藤�

憲
嗣
さ
ん

（
市
８
期
陶
２
）

次
回
34
回
大
会
は
11
月
８
日

（
火
）
開
催
予
定
。
ま
た
、
新
た
な

企
画
と
し
て
の
同
好
会
大
会
を
７

月
26
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
会
長

塚
本 

紘
史
（
市
８
教
１
）

こ
ん
に
ち
は
、
会
報
部
で
す

水
井 

紀
代
子
（
市
14
陶
２
）

会
報
の
お
手
伝
い
を
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
意
欲
あ
る
人
の
集

ま
り
で
、
部
長
の
笑
顔
も
活
気
が

あ
り
１
年
間
頑
張
り
ま
す
。

山
火 

晴
子
（
市
18
Ｐ
Ｃ
１
）

「
会
報
」
初
め
て
で
す
。
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

矢
島 

捷
幸
（
市
15
Ｐ
Ｃ
２
）

西
行
の
和
歌
に
「
心
な
き
身
に

も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
沢

の
秋
の
夕
暮
」
が
あ
り
ま
す
。
風

流
心
は
皆
無
で
す
が
、
少
し
で
も

“
酷
”
の
在
る
紙
面
に
す
べ
く
、
取

り
組
ん
で
行
く
所
存
で
す
。

藤
原 

秀
一
（
市
12
健
１
）

最
古
参
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
若
さ
を
保
っ
て
ガ
ン
バ
リ
ま

す
。

長
澤 

純
子
（
市
13
陶
１
）

少
数
精
鋭
の
会
報
部
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
豊
か
。
ス
ク
ラ

ム
組
ん
で
進
み
ま
す
！

い
き
い
き
往
来

い
き
い
き
往
来

２
０
２
２
対
策
会
議
の
中
で
、

か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
に
ゴ
ー
サ

イ
ン
が
で
ま
し
た
。
と
は
い
え
知

識
も
な
く
、
ど
こ
か
に
制
作
を
頼

む
の
は
費
用
が
か
さ

む
し
、
会
員
の
中
か

ら
知
識
と
技
術
の
あ

る
人
を
募
ろ
う
と
す

る
も
コ
ロ
ナ
禍
で
思

う
よ
う
に
動
け
ず
、

右
往
左
往
す
る
だ

け
。
そ
れ
で
は
自
前

で
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
、
無
謀
に
も
５
人

が
手
を
上
げ
た
の
が

２
０
２
１
年
の
冬
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
す
る

と
、「
簡
単
に
作
れ
ま
す
・
こ
の
ソ

フ
ト
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
」
と
い

う
記
事
が
色
々
出
て
く
る
の
で
、

試
み
る
も
さ
っ
ぱ
り
要
領
を
得
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
メ
ン
バ
ー
の

伊
藤
民
夫
さ
ん
が
千
葉
工
大
の
谷

合
哲
行
先
生
が
教
え
て
く
だ
さ
る

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
教
室
」
見

つ
け
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
も

費
用
は
格
安
。
こ

れ
な
ら
自
前
で
も

通
え
る
と
、
パ
ソ

コ
ン
を
抱
え
５
人

揃
っ
て
通
い
始
め

た
の
が
１
月
31
日

で
し
た
。

以
来
月
２
回
の

レ
ッ
ス
ン
。
な
に
せ

物
覚
え
も
理
解
力
も
衰
え
た
「
○

○
の
手
習
い
」、ず
い
ぶ
ん
先
生
の

お
手
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
授
業
で

習
っ
た
個
人
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
面
白
く
な
っ
て
、
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
製
作

が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
た
メ
ン
バ
ー

も
出
現（
誰
？
）。

６
月
に
運
営
開
始

と
い
う
締
め
切
り

を
目
の
前
に
大

焦
り
で
し
た
。

素
人
制
作
な
の
で
ま
だ
ま
だ
至

り
ま
せ
ん
が
、
手
直
し
を
し
な
が

ら
会
員
の
皆
さ
ん
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
あ

る
い
はhttps://iki 

ikidoso2022.w
ord 

press.com

で
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
委
員
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歴史をたどる江戸歩き

源氏山公園にてハイキング

左より優勝者　溝口さん、準優勝　富田さん、第3位　杉山さん、
4位　工藤さん、5位　佐藤さん


